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部
科
学
省
か
ら
研
究
指
定
を
受
け
て

い
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
も
今
年
で
２
年

目
と
な
り
、
本
格
的
な
探
究
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
変
化
の
激
し
い
時
代
を
切
り

拓
い
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
を
育

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
進
路
状
況
は
、
国
公
立

大
学
に
297
名
、
う
ち
国
立
難
関
10
大

学
に
は
100
名
、
医
学
部
医
学
科
に
は

27
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
年
々
、
高

い
志
を
持
っ
て
難
関
大
学
お
よ
び
医

学
部
医
学
科
へ
の
進
学
を
希
望
す
る

生
徒
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
全
国
大
会
に
は
、

水
泳
、
文
芸
、
放
送
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
科
学
、

バ
ト
ン
部
が
、
東
海
・
近
畿
大
会
に

は
陸
上
、
バ
ト
ン
、
卓
球
、
水
泳
、

将
棋
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
に
出
場
し
た
選
手
に
は
、

同
窓
会
か
ら
温
か
い
励
ま
し
の
お
言

葉
と
と
も
に
激
励
金
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

今
後
と
も
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と

も
に
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
本
校
教
育
に
、
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
本
年
度
、
創
立
120
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
こ
れ
ま
で
本
校
の
発
展
充
実
に

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
重
ね

て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
10
月
に
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
120
周
年
記
念
式

典
な
ら
び
に
記
念
講
演
は
、
台
風
接

近
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
当
日
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
の
周
年

行
事
に
向
け
て
本
校
が
さ
ら
に
進
化

す
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
い
っ
そ
う

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。ま
た
、

創
立
120
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
本
校

同
窓
生
で
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
名
誉

会
長
の
岡
田
卓
也
様
よ
り
、
本
校
の

教
育
環
境
の
充
実
に
と
多
額
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
と
し

ま
し
て
は
、こ
れ
を
機
に
「
岡
田
賞
」

を
設
立
し
て
、
世
界
・
全
国
レ
ベ
ル

で
活
躍
し
、
四
日
市
高
校
の
勇
名
を

世
に
馳
せ
た
生
徒
に
こ
の
賞
を
贈

り
、
栄
誉
を
称
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
現
状
で
す
が
、
文

会
運
動
が
世
界
各
国
で
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
わ
が
国
で
２
０
２
０

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

世
界
各
地
か
ら
観
戦
や
観
光
で
来

日
さ
れ
る
皆
様
に
わ
が
国
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
実
感
頂
け
る
様
、
お

も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

母
校
は
こ
れ
か
ら
も
歩
み
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生
一
同
は
今

後
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
地

域
社
会
の
発
展
や
わ
が
国
の
繁
栄
に

一
層
貢
献
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に

お
願
い
を
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

ま
し
た
。

　

さ
て
今
日
、
世
界
に
目
を
転
ず
れ

ば
米
中
貿
易
問
題
や
香
港
問
題
、
北

朝
鮮
問
題
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問

題
、
難
民
問
題
な
ど
枚
挙
に
暇
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
近
年
わ
が
国
を
は

じ
め
世
界
各
地
で
異
状
気
象
に
よ
る

大
規
模
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
多

く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
り
自
然
が

失
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
因
が
地
球
温
暖
化
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

日
も
早
く
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め

る
た
め
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
世
界

的
規
模
で
削
減
し
、
化
石
燃
料
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら
な
い
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
自

動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
研
究
な
ど
様
々
な
企
業
活
動
や
社

　

母
校
は
昨
年
創
立
120
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

旧
制
の
富
田
中
学
校
、
四
日
市
高

等
女
学
校
、
四
日
市
北
高
等
女
学
校

の
３
校
が
昭
和
23
年
に
統
合
さ
れ
て

現
在
の
三
重
県
立
四
日
市
高
等
学
校

が
誕
生
致
し
ま
す
。

　

以
来
、
母
校
は｢

質
実
剛
健｣

を

建
学
の
精
神
と
し｢

文
武
両
道｣

を

校
是
と
し
て
、
120
年
の
歩
み
を
続
け

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
一
同

は
母
校
に
対
し
改
め
て
敬
意
を
表
し

感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
新
た
な
天
皇
陛
下
の

も
と
で
令
和
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
こ
と
は
国
民
挙
っ
て
の
慶
び
で
あ

り
ま
し
た
が
、
同
じ
年
に
母
校
が
創

立
120
周
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
は
偶

然
と
は
い
え
二
重
の
慶
び
で
ご
ざ
い

昨
年
の
本
欄
に
記
し

た
母
校
の
応
援
歌

「
希
望
の
門
」
の
後

日
談
で
あ
る
。
作
成

年
を
恩
師
伊
澤
宏
先

生
の
回
想
録
を
も
と

に
一
九
五
二
年
と
半

ば
断
じ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
が
ど
う

も
間
違
い
だ
っ
た
よ
う
な
の
だ
。
▼

昭
和
26
年
度
卒
業
の
会
員
の
方
か
ら

在
学
時
に
歌
っ
た
記
憶
が
あ
る
と
の

ご
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
が
伊
澤
先
生

の
赴
任
す
る
以
前
の
こ
と
ら
し
い
の

で
あ
る
。そ
の
方
の
お
話
に
よ
れ
ば
、

当
時
グ
ラ
ン
ド
で
吹
奏
楽
部
の
伴
奏

の
も
と
全
校
生
徒
が
練
習
を
し
た
そ

う
で
、
同
級
生
の
複
数
の
人
も
覚
え

て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
が
二
年
生

あ
る
い
は
三
年
生
の
頃
ら
し
い
。
そ

う
な
る
と
一
九
五
〇
年
も
し
く
は
一

九
五
一
年
に
は
「
希
望
の
門
」
は
で

き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
▼
校
歌
の

制
定
に
つ
い
て
は
、「
百
年
史
」
に

は
っ
き
り
と
記
載
が
あ
り
、
一
九
四

九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
あ
ま

り
間
を
お
か
ず
「
希
望
の
門
」
が
作

成
さ
れ
た
と
い
う
の
が
事
の
真
相
の

よ
う
で
あ
る
。
伊
澤
先
生
の
勘
違
い

（
？
）
を
鵜
呑
み
に
し
た
こ
と
を
お

詫
び
し
て
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き

た
い
。
当
時
在
校
さ
れ
た
方
で
、
こ

の
あ
た
り
の
事
情
を
記
憶
さ
れ
て
い

る
方
が
あ
れ
ば
ど
う
か
ご
教
示
願
い

た
い
。
せ
っ
か
く
な
の
で
も
う
少
し

作
成
年
を
絞
り
た
い
と
考
え
る
次
第

で
あ
る
。
▼
と
こ
ろ
で
、
歌
で
は
な

く
実
在
の
希
望
の
門
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
実
は
同
窓
会
館
の

門
が
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
目

立
た
な
い
が
、
門
柱
の
石
板
に
丹
羽

文
雄
氏
揮
毫
の
「
希
望
の
門
」
と
い

う
文
字
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
が
、

何
よ
り
の
証
し
で
あ
る
。
会
館
の
落

成
は
一
九
六
九
年
の
こ
と
で
、
創
立

七
〇
周
年
記
念
の
最
大
の
事
業
で
あ

っ
た
。
当
時
関
係
し
た
人
々
の
ア
イ

デ
ア
に
思
わ
ず
感
心
し
て
し
ま
う
の

は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。	

（
青
山
）

ご
挨
拶

学
校
長
　
松
岡
泰
之

母
校
創
立
120
周
年
を
祝
う

同
窓
会
第
五
代
会
長
　
伊
藤
勘
作

（
四
高
35
年
度
卒
）

　2020年度総会を下記の通り開催
いたします。会員の皆様におかれま
しては、お誘い合わせの上、多数ご
参加くださいますようご案内申し上
げます。

終了後
◦抽選会のあと記念撮影

○付　記
◦会費期限切れの方には、振込用紙
を同封いたしました。会費納入に
ご協力下さい。
◦講演につきましては、一般に公開
しております。お知り合いで、ご
興味のあります方には、ご案内下
さい。

○問合せ
四日市高校同窓会館
TEL・FAX 059-365-3631
Eメール sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
http://www.pcs.ne.jp/~shiko/

〈演題〉

「Come on! 目を覚まそう！
　…環境危機を迎えた

『人新世』をどう生きるか？」

○記念講演（総会後）
〈講師〉

　 林 　 良 嗣 氏
（四高43年度卒）

中部大学 持続発展・スマートシティ国際
研究センター長、ローマクラブ正会員

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
2020年６月６日（土）

○場　所
じばさん三重 ６階ホール

（近鉄四日市駅 西へ徒歩５分）

2020年度
総会のご案内
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科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事　業　収　入 会館使用料 58,000 50,000
② 受取寄付金収入 同窓会より 2,370,000 2,370,000
③ 雑　　収　　入 受取利息等 1,185 4,411
④ 前年度繰越収支差額 675,589 675,589

合　　計 3,104,774 3,100,000
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費支出 1,413,281 1,699,000
　　会議費支出 会議等 46,432 100,000
　　講演開催費支出 講演会 20,341 120,000
　　地元協力費支出 十四川の桜管理 50,000 50,000
　　消耗品費支出 コピー機、事務諸経費 170,382 200,000
　　光熱水料費支出 電気、水道、ガス 407,845 420,000
　　保険料支出 火災保険料 23,510 25,000
　　租税公課支出 県税、市税、固定資産税、源泉税等 466,200 500,000
　　清掃費支出 環境整備等 79,787 120,000
　　支払負担金支出 商工会議所 14,000 14,000
　　雑費支出 証明書発行等 134,784 150,000
② 投資活動支出 1,000,000 1,000,000
　　修繕引当資産取得支出 会館修繕目的 1,000,000 1,000,000
③ 予備費支出 0 50,000
④ 次年度繰越収支差額 691,493 351,000

合　　計 3,104,774 3,100,000
Ⅲ．当年度収支差額 0 0
Ⅳ．前年度繰越収支差額
Ⅴ．次年度繰越収支差額 0

　

令
和
元
年
度
総
会
は
113
名
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
６
月
１
日（
土
）四
日

市
市
総
合
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
四
高
63
年
度
卒
佐
々
木
薫
子
さ

ん
の
司
会
の
下
、
ま
ず
、
伊
藤
勘
作

会
長
に
よ
り
、
日
頃
の
同
窓
会
活
動

へ
の
協
力
の
お
礼
と
今
後
の
運
営
協

力
へ
の
お
願
い
、
ま
た
今
年
度
は
母

校
創
立
120
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
る
と
期
待
を
込
め
た
お
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
松
岡
泰
之
校

長
か
ら
は
、
同
窓
会
か
ら
の
支
援
へ

の
お
礼
と
共
に
現
在
の
母
校
の
様
子

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
事
審
議
は

田
中
常
任
理
事
を
議
長
に
行
わ
れ
、

続
い
て
61
年
度
卒
の
小
説
家
伊
吹
有

喜
氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
拝
聴
、
そ

の
後
四
日
市
商
工
会
議
所
へ
と
場
所

を
か
え
、
記
念
祝
賀
会
と
抽
選
会
・

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
級
生
岩
崎
弥
生
さ
ん
の
ご
紹
介

に
よ
り
、
2
度
の
直
木
賞
候
補
に
な

ら
れ
た
作
家	

伊
吹
有
喜
さ
ん
に「
犬

が
い
た
季
節

－

四
高
の
花
と
犬
を
め

ぐ
る
物
語
に
つ
い
て

－
」
と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
吹
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
4
月
の

入
学
当
時
に
、
校
内
に
「
コ
ー
シ
ロ

ー
」
と
呼
ば
れ
た
茶
色
い
犬
が
居
た

こ
と
や
、
体
育
館
前
に
躍
動
す
る
3

人
の
若
者
の
像
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
池
内
定
雄
先
生
が

「
よ
う
こ
そ
、
八
稜
星
の
継
承
者
た

ち
よ
」
と
新
入
生
た
ち
に
呼
び
掛
け

ら
れ
、
四
高
生
と
し
て
の
心
構
え
と

し
て
八
木
重
吉
の
詩
『
花
』
の
「
花

は
な
ぜ
美
し
い
か
？
一
筋
の
気
持
ち

で
咲
い
て
い
る
か
ら
だ
」
と
話
さ
れ

た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

30
代
で
や
は
り
小
説
家
に
な
り
た

い
と
思
い
、
37
歳
で
新
人
賞
候
補
に

な
る
も
最
終
選
考
で
落
選
し
、
も
う

ダ
メ
だ
、
小
説
家
に
な
る
の
は
あ
き

ら
め
よ
う
と
思
っ
た
時
に
思
い
出
し

た
の
が
『
花
』
の
詩
で
、
一
筋
の
気

持
ち
で
書
こ
う
と
思
っ
た
こ
と
。
そ

の
後
、
尾
鷲
市
を
舞
台
に
し
た
『
風

待
ち
の
人
』
で
40
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
、

2
作
目
の
『
49
日
の
レ
シ
ピ
』
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
、
ま
た
、『
Ｂ
Ａ

Ｒ 

追
分
』
は
新
宿
に
も
追
分
の
地

名
が
あ
り
、
四
日
市
の
追
分
を
思
っ

て
書
い
た
こ
と
。
そ
し
て
今
回
、
歴

代
の
高
校
生
の
姿
を
犬
の
コ
ー
シ
ロ

ー
の
目
線
で
描
く
こ
と
で
、
子
ど
も

で
も
大
人
で
も
な
い
微
妙
な
時
期
に

進
路
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高

校
生
の
様
子
や
時
代
の
空
気
も
描
き

た
い
と
思
っ
て
小
説
を
書
い
た
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
伊
吹
氏
の
作
家
と
し
て
の

益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
第
１
号
議
案

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告

○
第
２
号
議
案

　

平
成
30
年
度
収
支
決
算

○
第
３
号
議
案

　

令
和
元
年
度
事
業
計
画

○
第
４
号
議
案

　

令
和
元
年
度
予
算

　

以
上
を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

令
和
元
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

記
念
講
演

伊
吹
有
喜
氏
（
四
高
61
年
度
卒
）

「
犬
が
い
た
季
節 

－

四
高
の
花
と
犬
を
め
ぐ
る
物
語
に
つ
い
て

－
」
2019年６月１日
四日市市総合会館

記
念
講
演

議
　
　
事

四日市高校同窓会　平成30年度 収支決算書
（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

一般財団法人四高会　平成30年度 収支決算書
（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

〔収入の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

① 同 窓 会 収 入 8,955,400 9,044,000
入 会 金 全日制　1,800円×1,068人 1,922,400 1,944,000
同 窓 会 費 終身（20000） 345 6,900,000

10年（10000） 0
５年（5000） 2 10,000
３年（3000） 2 6,000
１年（1000） 117 117,000 7,033,000 7,100,000

② 雑 収 益 寄附金、利子 7,299 229
③ 前 期 繰 越 金 775,771 775,771

合　　　　計 9,738,470 9,820,000
〔支出の部〕 単位：円

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 運 営 費 1,576,381 1,700,000

給 与 給料、手当 1,174,000 1,200,000
事 務 印刷、事務用品等 289,112 300,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費等 113,269 200,000

② 会 議 費 182,610 380,000
総 会 会場費、懇親会費、案内状 128,081 250,000
理 事 会 会場費、会議費、案内状 49,129 100,000
常 任 理 事 会 会議費 5,400 30,000

③ 事 業 費 1,571,616 2,300,000
会 報 会報印刷及び発送費 515,752 1,100,000
学校活動助成金 激励金・語学研修補助等 1,055,864 1,200,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 2,370,000 2,370,000
⑤ 積 立 金 2,600,000 2,600,000
⑥ 予 備 費 　 13,190 120,000
⑦ 次 期 繰 越 金 　 0 350,000

合　　　　計 8,313,797 9,700,000

次年度繰越収支差額 0

前年度末 2,700,145
今年度積立金 1,000,000
利子 230
今年度末 3,700,375

百五銀行富田駅前支店普通預金

修繕引当資産（百五銀行富田駅前支店定期預金）

単位：　円

単位：　円
百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円
平成30年度収入 9,738,470
平成30年度支出 8,313,797
次年度繰越金 1,424,673
平成31年度卒業生 同窓会費 預り金 6,041,000
今年度末 7,465,673

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 53,608,693
今年度積立金 2,600,000
利　　　　　子 4,278
今　年　度　末 56,212,971

単位：円

講演風景

総会・祝賀会　参加の皆様

総会参加のみなさん

受付風景
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乃
、
冨
田
朱
人
、
長
岡
操
、
中
川
大

成
、
中
村
真
大
、
永
山
治
佳
、
服
部

光
汰
、
羽
生
田
龍
誠
、
林
航
大
、
平

賀
雅
也
、
松
岡
菜
月
、
三
林
由
真
、

南
孝
輔
、南
川
朋
香
、元
水
こ
こ
ろ
、

山
下
満
瑠
、
浅
井
見
友
希
、
伊
野
祐

実
、
大
澤
心
、
大
嶋
紗
也
佳
、
鎌
田

恵
夢
、
高
畑
遼
也
、
中
村
柊
斗
、
野

末
美
里
、濱
口
璃
子
、久
長
幸
太
郎
、

廣
田
華
子
、福
井
達
矢
、水
野
夏
帆
、

村
木
美
布
、山
田
智
貴
、山
𠩤
瑠
風
、

吉
崎
瑞
希
、伊
藤
駿
佑
、伊
藤
陸
人
、

稲
垣
花
音
、大
井
海
人
、緒
方
比
那
、

岡
村
賢
知
、笠
井
宏
祉
、清
利
孟
央
、

清
原
観
、相
馬
一
輝
、高
瀬
ひ
か
る
、

陳
旻
晟
、野
﨑
桜
子
、長
谷
川
竜
大
、

服
部
平
知
、
林
孝
祐
、
原
幸
佑
、
三

浦
悠
暉
、光
岡
佑
将
、矢
野
真
栞
子
、

山
﨑
結
奈
、
山
路
健
斗

大
久
保
智
子
、
池
田
仁
、
北
村
公
亮

（
令
和
２
年
２
月
現
在
）

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
辺
久
晃
、
赤
羽
菜
月
、
小
井
健
太

郎
、
伊
藤
英
孝
、
内
村
俊
介
、
大
平

陽
斗
、
岡
田
梓
甫
、
岡
村
麟
太
郎
、

加
藤
太
一
、
金
森
雄
三
、
小
玉
ち
な

つ
、
後
藤
優
斗
、
小
林
悠
佑
、
坂
下

大
智
、
澤
田
和
輝
、
鈴
木
結
衣
、
谷

口
明
日
香
、種
村
風
香
、塚
本
隼
大
、

辻
ち
あ
き
、
寺
坂
俊
祐
、
中
島
樹
、

服
部
匠
吾
、福
井
大
将
、藤
田
大
夢
、

别
所
滉
斗
、細
川
千
尋
、堀
田
康
喜
、

増
田
太
一
、
松
本
海
音
、
森
勇
太
、

森
東
良
真
、八
島
優
斗
、山
口
大
智
、

山
寺
真
由
、青
木
悠
真
、池
田
健
斗
、

石
垣
里
紗
、市
原
稜
真
、伊
藤
圭
汰
、

岩
崎
哲
也
、岩
田
航
輔
、植
村
壮
登
、

臼
井
竜
矢
、小
倉
美
有
、
岡
憲
人
、

加
藤
峻
平
、神
谷
康
太
、川
本
翔
大
、

小
林
真
大
、近
藤
景
斗
、坂
井
祐
菜
、

沢
田
花
音
、杉
野
友
哉
、杉
本
七
海
、

辻
岡
拓
海
、鶴
田
奈
々
、服
部
真
奈
、

樋
口
綾
乃
、藤
田
大
暉
、枩
永
莉
奈
、

三
村
英
里
、森
宗
一
郎
、山
田
拓
実
、

山
野
公
志
郎
、
朝
倉
和
紀
、
井
坂
淳

嗣
、
伊
藤
昂
介
、
伊
藤
瑞
紀
、
井
村

陸
人
、
浦
野
亜
美
、
大
西
加
那
子
、

大
野
哲
平
、
加
藤
大
誠
、
加
藤
動
、

川
北
雄
大
、
川
越
成
流
、
川
瀬
翔
、

木
野
琉
斗
、
窪
田
陸
、
粂
野
佑
実
、

小
林
莉
世
、近
藤
春
樹
、佐
藤
友
紀
、

鈴
木
純
、
田
家
裕
大
、
高
野
吾
郎
、

玉
置
遼
子
、堤
百
華
、永
井
麻
理
亜
、

二
之
湯
開
登
、服
部
透
子
、原
口
蘭
、

日
紫
喜
由
璃
、
広
瀬
奈
南
、
藤
井
勇

杜
、
藤
澤
拓
真
、
細
田
理
矩
、
三
輪

祐
也
、
毛
利
健
太
郎
、
森
さ
く
ら
、

森
山
正
梧
、
山
﨑
穂
波
、
𠮷
田
豊
、

和
田
一
輝
、青
木
勇
樹
、秋
葉
実
沙
、

阿
久
津
瞭
夏
、
荒
木
里
音
、
石
原
由

貴
、
板
垣
克
、
伊
藤
翔
紀
、
伊
藤
亮

成
、
稲
吉
七
海
、
岩
下
舞
菜
美
、
内

田
健
登
、大
塚
朗
頼
、岡
崎
ひ
な
た
、

加
藤
幹
也
、
木
村
紋
香
、
毛
塚
裕
太

郎
、
河
野
優
衣
、
坂
下
清
佳
、
佐
々

木
一
真
、
高
橋
里
奈
、
武
田
和
樹
、

立
松
侑
悟
、
多
羅
尾
早
紀
、
津
﨑
彩

伊
藤
大
輔
、
上
原
栞
、
内
田
美
優
、

岡
孝
行
、

山
愛
唯
、
川
口
晴
加
、

河
村
若
奈
、小
﨑
詩
奈
、坂
井
理
乃
、

坂
﨑
未
依
、鈴
木
ひ
と
み
、関
裕
心
、

園
田
裕
基
、
田
部
友
菜
、
辻
夏
香
、

辻
紀
行
、
中
岡
春
菜
、
中
原
咲
紀
、

布
尾
円
香
、
疋
田
有
香
、
堀
田
ち
ひ

ろ
、
前
田
理
穂
、
松
井
翼
、
水
野
司

輝
、
村
鳥
舞
弥
、
山
北
友
己
、
山
下

翔
矢
、
若
杉
歩
実
、
荒
木
理
沙
、
市

川
雄
大
、
伊
藤
汐
里
、
伊
藤
由
依
、

井
上
舞
花
、井
上
瑠
菜
、上
野
菜
名
、

大
根
田
菜
月
、大
平
珠
世
、岡
千
裕
、

小
川
日
菜
子
、
山
舜
都
、加
藤
諒
、

川
島
菜
夏
子
、
黒
田
麻
結
、
後
藤
歌

哉
、
近
藤
和
佳
、
佐
野
帆
南
、
澤
田

侑
里
、
柴
田
優
花
、
世
古
遼
馬
、
千

賀
妃
奈
、祖
父
江
彩
花
、田
川
明
薫
、

田
村
彩
英
、
堤
幹
太
、
中
村
倫
章
、

行
方
美
帆
、西
山
菜
乃
花
、林
杏
樹
、

堀
田
泰
嵩
、松
岡
陽
和
、松
岡
亮
佑
、

水
谷
優
花
、虫
鹿
七
海
、森
澤
拓
也
、

森
下
比
奈
、石
黒
千
尋
、井
上
真
侑
、

小
田
果
琳
、鹿
島
萌
由
、北
川
萌
花
、

迫
江
航
輝
、
塩
原
悠
香
、
田
名
瀬
真

優
、
中
条
友
哉
、
中
禮
優
花
、
長
谷

川
奈
那
、
藤
井
真
子
、
別
府
衣
吹
、

南
川
玲
葉
、向
井
果
林
、渡
部
沙
耶
、

青
山
武
生
、安
保
花
香
、石
𠩤
智
規
、

市
川
大
登
、
伊
藤
ひ
な
た
、
伊
藤
嘉

信
、
内
田
健
太
郎
、
大
野
史
夏
、
岡

田
美
加
、岡
村
い
つ
き
、小
掠
由
依
、

加
藤
凜
太
郎
、川
上
苑
華
、北
村
有
、

木
下
晴
葵
、小
林
勝
太
、小
林
真
実
、

坂
井
陸
人
、榊
あ
か
ね
、佐
藤
公
泰
、

澤
田
杏
実
、鈴
木
喬
太
、相
馬
秀
亮
、

田
嶋
勇
也
、田
中
里
奈
、田
村
哲
也
、

中
川
琴
子
、
中
森
聡
、
樋
口
奈
祐
、

藤
澤
美
祐
、舟
木
大
翔
、松
尾
直
樹
、

松
岡
佑
奈
、
森
智
哉
、
師
井
咲
季
、

山
口
真
歩
、横
川
侑
恭
、若
菜
一
慶
、

令
和
元
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
送
付

な
ど
も
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
会
費
を

納
め
た
方
だ
け
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
場
合
に
は
、
是
非
お
早
め
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
納
入
金
額

　

終
身
会
費　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

毎
年
納
入
の
場
合 

年
会
費 

１
千
円

◆
納
入
方
法

①
郵
便
振
替

　

口
座
番
号 

０
０
８
２
０

－

8

－

６
３
６
７

　

三
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
下
さ
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

②
現
金
書
留

　

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
は
同
窓
会
館
ま
で
》

　

０
５
９

－

３
６
５

－

３
６
３
１

　

sikoukai@
m
2.cty-net.ne.jp

会
費
納
入
の
お
願
い

　

母
校
創
立
120
周
年
記

念
第
11
回
銀
城
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
は
、
11
月
７

日
に
男
子
54
名
、
女
子

３
名
の
総
勢
57
名
で
四

日
市
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽

部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
者
は
下

記
の
通
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
第
12
回
ゴ
ル

フ
大
会
は
令
和
２
年
11

月
５
日（
木
）に
四
日
市

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

第11回 銀城親睦ゴルフ大会
母校創立120周年記念

（41＋42=83－10.8=72.2）
南中 成昭さん

男子の部

（45＋52=97－20.4=76.6）
今谷　 香さん

女子の部

母校創立120周年記念総会及び祝賀会

懇親会風景

男女優勝者と会長
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昨
年
初
め
て
関
西
四
高
会
に
参
加

し
て
、
年
を
越
え
て
四
高
を
通
じ
て

数
多
く
の
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
に
、

改
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。
私
は
こ

の
広
が
り
続
け
る
繋
が
り
の
中
で
、

「
今
の
私
」
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
た
い
。
そ
し
て
、
今
ま
で
に
生

き
て
き
た
こ
と
を
活
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
今
の
私
」
は
四
高
を
卒
業
し
た

18
の
時
か
ら
四
日
市
を
離
れ
過
ご
す

こ
と
と
な
り
40
数
年
が
経
ち
ま
す
。

十
四
川
の
桜
並
木
は
鮮
や
か
に
「
今

の
私
」の
心
に
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
今
の
私
」
は
こ
れ
か
ら

も
今
日
を
、
明
日
を
、
よ
く
生
き
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

四
高
、
あ
り
が
と
う
。

　

希
望
の
門
を
仰
ぎ
見
て
入
学
し
た

15
の
春
。
１
年
２
組
は
十
四
川
沿
い

に
あ
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
木
造

２
階
建
て
）。
担
任
の
先
生
は
、
母

も
授
業
を
受
け
た
一
木
先
生
。
明
治

32
年
設
立
以
来
、
５
万
人
を
超
え
る

卒
業
生
の
一
人
と
し
て
「
今
の
私
」

が
あ
り
ま
す
。

　

十
四
川
の
見
え
る
グ
ラ
ン
ド
、
陸

上
競
技
部
の
一
員
と
し
て
走
り
ま
し

た
。
生
徒
会
役
員
と
し
て
初
め
て
企

画
し
た
四
高
祭
。
毎
日
が
想
い
出
い

っ
ぱ
い
の
３
年
間
で
し
た
。
長
い
人

生
か
ら
見
れ
ば
、
ほ
ん
の
３
年
間
で

し
た
が
、
四
高
で
の
３
年
間
は
生
き

て
い
く
た
め
の
糧
と
な
る
何
か
を
得

た
３
年
間
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
14
年
よ
り
17
年
ま
で
在
籍
し

た
市
立
四
日
市
高
等
女
学
校
は
旧
四

日
市
市
の
中
心
部
「
上
新
町
」、
現

在
の
中
部
に
在
り
、
４
年
制
、
５
年

制
、
専
攻
科
が
有
り
ま
し
た
。

　

４
年
制
は
「
い
・
ろ
・
は
」
の
３

組
、
５
年
制
は
１
組
、
１
組
は
50
人

程
の
大
所
帯
で
、
狭
い
教
室
、
狭
か

っ
た
校
庭
等
が
印
象
に
残
っ
て
居
り

ま
す
。

　

小
学
校
を
卒
業
し
、
違
っ
た
環
境

の
中
で
胸
躍
ら
せ
な
が
ら
学
校
生
活

を
楽
し
ん
だ
の
も
３
年
生
ま
で
。
昭

和
16
年
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ

て
、
次
第
に
緊
張
す
る
事
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
夏
休
み
も
短
縮
さ
れ
、

女
性
と
雖
も
心
身
鍛
錬
を
、
と
い
う

事
で
御
在
所
岳
に
登
っ
た
り
、
ま
た

皇
居
二
重
橋
前
の
草
取
り
の
勤
労
奉

仕
が
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
結
び
を
風
呂
敷
に
包
み
、
水
筒

と
襷
掛
け
し
、
モ
ン
ペ
姿
で
夜
行
列

車
「
四
日
市
駅
発
22
時
」
で
上
京
、

翌
朝
6
時
着
、
早
速
二
重
橋
前
で
班

を
組
み
、
午
前
中
草
取
り
、
午
後
は

歩
い
て
市
内
を
見
物
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
も
同
じ
く
草
取
り
の
奉

仕
、
午
後
の
市
内
見
学
の
途
中
で
隊

列
が
前
に
進
ま
な
く
な
り
、
途
端
に

雪
崩
込
む
よ
う
に
座
り
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
お
江
戸
日
本
橋

の
上
で
し
た
。
そ
の
日
の
夜
行
で
帰

四
し
ま
し
た
。
奉
仕
の
修
学
旅
行
も

私
達
の
学
年
で
終
わ
り
、
後
輩
か
ら

は
軍
需
工
場
へ
の
動
員
が
か
か
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
黒
板
の
上
の
柱
に
掲

げ
ら
れ
た
文
字
「
凛
乎
タ
ル
気
魄
」、

選
ば
れ
た
達
筆
の
同
級
生
の
書
。
当

時
は
難
し
く
、
理
解
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
講
義
の
合
間
に
眺
め
て
、

頭
の
中
に
釘
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
、
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令

和
と
90
余
年
を
生
き
、
戦
禍
を
味
わ

い
、
決
し
て
平
々
凡
々
と
は
言
え
な

い
生
涯
の
中
で
、
何
か
に
つ
け
て
ふ

っ
と
頭
の
中
を
よ
ぎ
る
、
あ
の
「
凛

乎
タ
ル
気
魄
」
と
い
う
文
字
は
、
こ

れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
事
に
合
お
う
と

も
、
女
性
と
し
て
の
優
し
さ
の
中
に

も
「
凛
」
と
し
た
心
性
を
忘
れ
な
い

と
い
う
「
大
和
撫
子
」
の
精
神
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
な
ぁ
と
、

今
と
な
っ
て
思
い
ま
す
。

今
の
私

四
日
市
高
女
の
思
い
出

思
い
つ
く
ま
ま
に

北
　
村
　
公
　
亮

（
四
高
50
年
度
卒
）

諸
　
岡
　
紀
美
子

（
四
女
41
回
卒
）

　

四
日
市
高
等
高
校
は
令
和
元
年
に
創

立
120
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
令
和
元
年
度
に
四

高
を
卒
業
さ
れ
同
窓
会
に
入
会
さ
れ
た

皆
様
と
諸
先
輩
と
共
に「
校
名
の
変
遷
」

及
び
「
ど
う
し
て
富
田
の
地
に
旧
制
中

学
校
が
設
置
さ
れ
た
か
」
等
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

校
名
は
、明
治
32
年
の
創
立
時
の「
三

重
県
第
二
尋
常
中
学
校
」
か
ら
２
年
後

に
「
三
重
県
立
第
二
中
学
校
」
と
な
り
、

大
正
８
年
に「
三
重
県
立
富
田
中
学
校
」

と
改
称
さ
れ
、
戦
後
の
昭
和
23
年
ま
で

続
き
ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
に
旧
制
の
富
田
中
学
校
・

四
日
市
高
等
女
学
校
・
四
日
市
北
高
等

女
学
校
の
３
校
が
統
合
さ
れ
て
「
三
重

県
四
日
市
高
等
学
校
」
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
翌
24
年
に
学
区
制
実
施
に
伴
う

学
校
再
配
置
で
四
日
市
高
等
学
校
・
四

日
市
実
業
高
等
学
校
・
河
原
田
高
等
学

校
の
３
校
が
総
合
制
に
統
合
さ
れ
「
三

重
県
四
日
市
高
等
学
校
」
と
な
り
ま
し

た
が
、
翌
25
年
に
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し

て
、
母
校
は｢

三
重
県
四
日
市
高
等
学

校
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
30
年
に
現
在
の
「
三
重

県
立
四
日
市
高
等
学
校
」
と
改
称
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

年
に
第
37
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

権
大
会
で
全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た

が
、
因
み
に
昨
年
101
回
を
数
え
た
夏
の

甲
子
園
大
会
で
三
重
県
勢
の
優
勝
は
四

高
の
み
で
す
。

　

旧
制
の
「
富
田
中
学
校
」
と
言
う
名

称
は
、
学
校
所
在
地
が
当
時
の
「
三
重

郡
富
田
町
」
で
あ
っ
た
の
で
大
正
８
年

か
ら
使
用
さ
れ
、
昭
和
16
年
に
富
田
町

は
四
日
市
市
と
合
併
し
ま
す
が
、
戦
後

の
学
制
改
革
ま
で
「
富
田
中
学
校
」
の

校
名
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の

学
制
改
革
で
前
記
の
よ
う
に
「
三
重
県

立
四
日
市
高
等
学
校
」と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
校
名
が
「
朝
明
高
校
」
と
な

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
事
を
ご
存

知
で
す
か
？

　

令
和
元
年
の
夏
に
四
日
市
高
校
の
西

１
キ
ロ
く
ら
い
の
所
に
あ
る
「『
朝
明

プ
ラ
ザ
』
の
図
書
館
で
『
朝
明
市
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？
』
と
い
う
展
示
が
あ

る
」
と
現
在
私
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ

ド
「
桑
名
歴
史
案
内
人
」
を
し
て
い
る

副
会
長
か
ら
メ
ー
ル
に
て
連
絡
が
あ
っ

た
の
で
早
速
見
に
行
き
ま
し
た
。

　

昭
和
９
年
に
国
道
１
号
線
尾
張
・
伊

勢
大
橋
が
完
成
す
る
と
、
県
は
富
洲
原

港
大
改
修
を
軸
に
三
重
郡
富
田
町
・
富

州
原
町
・
川
越
村
の
合
併
に
よ
る
新
市

建
設
を
指
導
し
ま
す
が
、
３
町
村
の
人

口
は
、
２
万
７
千
人
余
で
市
制
に
必
要

な
人
口
３
万
人
に
満
た
な
い
た
め
、
大

矢
知
村
を
含
め
た
４
町
村
で「
朝
明
市
」

の
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
す
。

　

こ
の
構
想
に
富
田
・
富
洲
原
の
両
町

議
会
は
満
場
一
致
で
賛
成
し
、
川
越
・

大
矢
知
村
の
村
会
は
慎
重
な
態
度
で
し

た
が
合
併
の
趣
旨
に
は
賛
成
し
て
お

り
、「
朝
明
市
」
実
現
は
時
間
の
問
題

と
見
ら
れ
て
い
て
『
朝
明
市
建
設　

明

春
早
々
実
現
？
』
と
い
う
新
聞
（
昭
和

９
年
８
月
11
日
・
伊
勢
新
聞
）
の
見
出

し
に
よ
り
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
四
日
市
市
は
「
グ
レ
ー
ト
四

日
市
」
建
設
構
想
を
唱
え
、
四
日
市
港

を
中
心
に
、
工
業
区
域
、
住
宅
地
域
の

拡
大
の
た
め
に
周
辺
地
域
と
の
合
併
推

進
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
県
は
朝
明

市
建
設
を
進
め
る
一
方
で
、「
大
四
日

市
市
」
建
設
を
認
め
た
た
め
、
朝
明
市

構
想
は
後
退
し
ま
し
た
。
折
し
も
時
局

は
高
度
国
防
国
家
建
設
の
た
め
北
伊
勢

臨
海
工
業
地
帯
建
設
と
い
う
目
標
に
か

じ
が
切
ら
れ
、
富
田
町
・
富
州
原
町
は

昭
和
16
年
に
他
の
３
町
と
と
も
に
四
日

市
市
と
合
併
し
ま
し
た
。
従
っ
て
戦
後

の
学
制
改
革
で
新
制
高
校
の
名
称
が
現

在
の
「
四
日
市
高
校
」
と
な
っ
た
訳
で

す
。
も
し
朝
明
市
が
出
来
て
い
た
ら
校

名
は
「
朝
明
高
校
」
と
な
っ
て
い
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
旧
制
第
二
中
学
校
が
四

日
市
市
の
中
心
地
区
で
な
く
、
ど
う
し

て
北
部
の
三
重
郡
富
田
町
（
当
時
は
富

田
村
）
に
設
置
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

　

明
治
13
年
に
県
庁
所
在
地
の
津
市
に

第
一
中
学
が
設
置
さ
れ
、
第
二
中
学
は

北
勢
地
区
に
と
な
り
、
四
日
市
市
と
桑

名
町
（
ま
だ
市
制
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
）
が
激
し
い
誘
致
合
戦
を
行
っ
た
結

果
、
丁
度
中
間
に
な
る
富
田
村
に
決
ま

り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
桑
名
藩
領
は

現
在
の
羽
津
辺
り
ま
で
あ
り
富
田
は
桑

名
藩
領
だ
っ
た
の
で
、
桑
名
の
人
も
富

田
村
に
設
置
を
納
得
し
た
よ
う
で
す
。

大
正
12
年
に
桑
名
に
旧
制
桑
名
中
学

（
当
初
は
町
立
で
３
年
後
に
県
立
）
が

設
置
さ
れ
る
ま
で
の
24
年
間
、
桑
名
や

多
度
の
学
生
は
富
田
ま
で
通
学
し
て
い

ま
し
た
。
第
１
回
の
入
学
式
は
校
舎
が

ま
だ
出
来
て
い
な
か
っ
た
の
で
富
田
村

の
鳥
出
神
社
（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
「
鯨
船
祭
」
で
有
名
）

境
内
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
が

出
来
る
ま
で
は
、鳥
出
神
社
神
楽
殿（
境

内
は
運
動
場
）
や
長
興
寺
本
堂
等
で
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
制
富
中
の
校

歌
の
一
番
に
「
♪
鳥
出
の
里
に
地
を
占

め
て
…
」
と
あ
り
、
四
日
市
高
校
と
改

称
さ
れ
る
戦
後
ま
で
歌
わ
れ
ま
し
た
。

四
日
市
高
校
が
富
田
に
設
置
さ
れ
て
い

た
お
陰
で
、
私
は
富
田
小
（
近
鉄
富
田

駅
を
挟
ん
で
東
側
に
十
四
川
に
沿
っ
て

在
る
）、
富
田
中
（
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）

富
田
浜
駅
の
西
に
在
る
）
を
卒
業
後
、

春
は
満
開
の
桜
を
見
な
が
ら
、
夏
は
蝉

の
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
十
四
川
堤
防
を

歩
い
て
四
高
へ
通
学
で
き
ま
し
た
。
私

と
同
学
年
の
市
立
富
田
中
学
か
ら
は
女

性
を
含
め
て
約
20
名
が
四
日
市
高
校
へ

入
学
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
学
校
群
も
廃
止
さ
れ
、
現

在
母
校
は
真
に
学
力
の
あ
る
者
が
入
学

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
県
下
ト

ッ
プ
校
で
あ
る
こ
と
は
言
う
に
及
ば

ず
、
国
内
有
数
の
優
秀
進
学
高
校
と
し

て
そ
の
名
声
を
全
国
に
轟
か
せ
て
い
ま

す
。

旧
制
富
田
中
学
校
秘
話

大
　
井
　
弘
　
久

（
四
高
35
年
度
卒
）

お
詫
び
と
訂
正

　

昨
年
発
行
の
「
同
窓
会
報
第
76
号
」

４
ペ
ー
ジ
、
三
輪
芳
子
様
に
ご
寄
稿
い

た
だ
い
た
記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
四
日
市
高

女
の
想
い
出
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。
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佐
賀
県
の
中
学
を
卒
業
、
こ
の
地

に
就
職
。
親
へ
の
仕
送
り
の
為
、
夜

遅
く
迄
働
い
た
。

　

20
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
大
人
に
な

っ
て
ゆ
く
事
へ
の
言
う
に
言
わ
れ
ぬ

不
安
を
覚
え
る
日
々
の
中
で
、
桑
名

市
の
広
報
紙
に
四
高
通
信
制
学
生
募

集
の
記
事
を
見
つ
け
早
速
、
書
類
提

出
。

　

面
接
指
導
で
担
当
の
三
輪
裕
先
生

「
君
は
通
信
制
に
何
を
学
ぶ
」
と
問

わ
れ
「
教
科
書
に
無
い
高
等
教
育
の

何
か
を
学
び
た
い
」
と
答
え
た
ら
、

さ
さ
に
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
け
ど
、

求
め
て
い
た
教
科
書
に
な
い
勉
強
と

は
、
こ
の
事
だ
と
気
付
き
、
そ
の
後

積
極
的
に
ク
ラ
ブ
、
生
徒
会
の
役
を

引
き
受
け
た
。

　

単
位
が
足
ら
ず
５
年
目
に
。
生
徒

会
長
の
大
役
も
経
験
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

授
業
を
受
け
な
い
時
間
は
図
書
室

で
先
輩
達
と
文
学
や
趣
味
、
人
と
し

て
等
、
語
り
合
っ
た
事
も
貴
重
な
時

間
だ
っ
た
。

　

息
子
３
人
、
高
校
進
学
す
る
に
当

た
り
、
私
の
体
験
で
道
標
を
示
せ
て

大
事
な
親
と
し
て
教
育
が
出
来
た
。

　

今
75
歳
。地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

自
治
会
活
動
、「
行
動
す
る
事
の
大

切
さ
」を
実
践
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

四
高
通
信
制
、
今
は
亡
き
恩
師
・
三

輪
裕
先
生
に
感
謝
。

先
生
「
是
非
学
ん
で
下
さ
い
」
と
。

　

入
学
初
日
の
Ｈ
Ｒ
で
先
生
、
い
き

な
り
「
竹
崎
君
ク
ラ
ス
委
員
や
り
な

さ
い
」。
内
向
的
な
性
格
の
私
に
は

人
の
前
に
立
つ
事
は
顔
か
ら
火
の
出

る
思
い
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
勉
強
と

役
を
引
き
受
け
た
。
入
学
当
初
は
生

徒
は
全
員
弁
当
持
参
、
お
茶
の
係
と

し
て
お
茶
を
注
い
で
廻
る
中
で
女
性

の
机
の
前
で
注
げ
ず
自
分
の
机
へ
戻

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
姿
を
先
生
は

見
て
い
て
「
竹
崎
君
、
犠
牲
的
精
神

だ
よ
」
と
の
指
導
に
自
分
の
器
の
小

間
で
、
夢
の
よ
う
な
時
間
で
し
た
。

こ
う
し
て
四
日
市
高
校
で
夢
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
30
年
で
し
た
。

　

「
継
続
は
力
な
り
」
と
は
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
続
け
た
こ
と
で
役
に

立
つ
こ
と
を
実
感
し
た
30
年
間
で
し

た
。

　

学
校
と
は
離
れ
て
も
、
好
き
な
花

を
眺
め
、
そ
の
花
を
活
け
る
幸
せ
な

生
活
に
感
謝
し
な
が
ら
、
四
高
が

益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
致
し

て
お
り
ま
す
。

た
が
、
こ
の
お
言
葉
に
背
中
を
押
さ

れ
て
教
師
に
な
る
と
い
う
夢
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
過
去
を
持
つ
自
分
が

教
育
実
習
生
と
し
て
教
壇
に
立
ち
、

後
輩
た
ち
に
授
業
を
す
る
と
い
う
の

は
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。教
師
と
い
う
立
場
に
な
る
と
、

在
学
中
に
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
見
え
て
き
ま
し
た
。

先
生
方
や
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
の
大
切
さ
や
授

業
づ
く
り
の
難
し
さ
な
ど
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら

頂
い
た
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
胸

に
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

他
の
実
習
生
た
ち
と
お
互
い
に
励

ま
し
支
え
合
い
、
母
校
で
久
し
ぶ
り

に
過
ご
し
た
3
週
間
は
あ
っ
と
い
う

黄
色
の
絨
毯
を
敷
い
た
よ
う
に
続
き

と
て
も
長
閑
で
し
た
。

　

そ
の
風
景
か
ら
私
達
同
年
会
を

「
桜
菜
会
」
と
名
付
け
、
４
年
に
一

度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
に
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
喜
寿
を
最
後
に

解
散
し
今
は
有
志
で
毎
年
湯
の
山
温

泉
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
再
び
四
高
と
ご
縁
が
で
き
た

の
は
、
昭
和
58
年
ク
ラ
ブ
活
動
指
導

員
（
華
道
）
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に

な
っ
て
か
ら
で
す
。
花
が
好
き
で
長

年
続
け
て
き
た
伝
統
文
化
い
け
花
を

母
校
で
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

こ
の
上
な
い
幸
せ
で
し
た
。

　

30
年
の
間
に
は
、
男
子
生
徒
も
い

て
す
ば
ら
し
い
感
性
で
活
け
ら
れ
た

の
を
今
も
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
ま

す
。
教
え
る
の
と
同
時
に
、
私
も
成

　

昨
年
、
私
は
四
日
市
高
校
で
3
週

間
教
育
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
卒
業
か
ら
4
年
経
っ
て
も
学
校

の
雰
囲
気
は
そ
の
ま
ま
で
、
在
籍
当

時
の
思
い
出
を
懐
か
し
み
な
が
ら
3

週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

四
高
に
在
籍
し
て
い
た
頃
の
私
は

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
上
手
く
取
れ

ず
に
学
校
を
休
み
が
ち
で
、
多
く
の

方
々
に
協
力
し
て
頂
い
て
や
っ
と
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど
で
し

た
。
私
が
卒
業
す
る
と
き
に
、
あ
る

先
生
か
ら
頂
い
た
お
言
葉
が
今
で
も

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
あ
な
た
は

た
く
さ
ん
の
痛
み
を
知
っ
た
の
だ
か

ら
、
そ
の
分
誰
か
に
優
し
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
先
生
に
向
い

て
い
る
と
思
う
よ
。」
元
々
教
師
の

家
系
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
教
員
免

許
を
取
得
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し

　

四
日
市
高
校
を
卒
業
し
て
60
余
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

入
学
し
た
当
時
は
太
平
洋
戦
争
が

終
わ
っ
て
ま
だ
５
年
余
り
し
か
経
っ

て
お
ら
ず
世
の
中
は
貧
し
く
、
修
学

旅
行
に
米
を
持
参
す
る
時
代
で
し
た
。

　

今
の
生
活
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

い
程
で
す
。
校
舎
も
バ
ラ
ッ
ク
建
の

も
の
も
有
り
唯
一
九
鬼
館
と
い
う
立

派
な
校
舎
が
有
り
、
３
年
生
に
な
っ

て
そ
の
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

恩
師
は
全
員
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

小
谷
正
美
先
生
、
丹
羽
武
先
生
、
池

内
定
雄
先
生
、
西
尾
有
先
生
、
伊
藤

治
郎
先
生
、
思
い
出
深
い
先
生
ば
か

り
で
す
。

　

当
時
の
四
高
の
周
辺
は
、
十
四
川

堤
の
桜
、
そ
こ
か
ら
南
に
菜
の
花
が

夢
へ
の
一
歩

上
海
で
同
窓
会

四
高
に
感
謝

恩
師
・
三
輪 

裕
先
生

伊
　
藤
　
藍
　
音

（
四
高
Ｈ
27
年
度
卒
）

宇
　
野
　
雄
　
二

（
四
高
47
年
度
卒
）

小
　
川
　
明
　
子

（
四
高
28
年
度
卒
）

竹
　
崎
　
啓
一
郎

（
通
信
制
52
年
度
卒
）

い
て
い
る
食
事
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
、話
の
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　

上
海
は
中
部
空
港
か
ら
２
時
間

少
々
で
行
け
る
近
さ
と
は
言
え
、
外

国
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
異

文
化
と
の
接
触
、
労
働
意
識
の
相
違

な
ど
に
よ
る
軋
轢
で
、
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
苦
痛
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
こ
う
し
て

同
窓
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
高
校
時
代

を
懐
か
し
み
、
胸
襟
を
開
い
て
語
り

合
え
る
「
場
」
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

な
ん
と
貴
重
な
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
上
海
に
赴
任
す
る
方
、

す
で
に
上
海
に
住
ん
で
い
て
こ
の
会

の
存
在
を
御
存
じ
な
い
方
、
ぜ
ひ
ご

一
報
い
た
だ
き
た
い
。

８
３
年
卒
）
と
私
の
、
た
っ
た
４
人

の
さ
さ
や
か
な
夕
食
会
で
は
あ
っ
た

が
、
初
対
面
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
打

ち
解
け
て
語
ら
い
、
時
の
経
つ
の
も

忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
、
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン

バ
ー
は
最
大
12
名
ま
で
増
え
た
も
の

の
、
そ
の
う
ち
小
林
さ
ん
を
含
め
て

５
人
の
方
が
日
本
に
帰
任
さ
れ
た
り

他
の
都
市
に
移
ら
れ
た
り
し
て
、
現

在
の
会
員
は
７
名
。
年
齢
は
、
30
代

か
ら
60
代
ま
で
と
幅
広
く
、職
業
も
、

日
本
企
業
の
駐
在
員
、
現
地
企
業
の

総
経
理
、
日
本
総
領
事
館
の
職
員
、

大
学
の
日
本
語
教
師
と
多
彩
で
あ

る
。
職
種
も
違
い
世
代
の
差
も
あ
る

が
、
四
日
市
高
校
の
同
窓
生
で
あ
る

気
安
さ
ゆ
え
か
、
年
に
２
、
３
回
開

会
」
の
名
前
が
燦
然
と
輝
い
て
い
た

の
だ
。
上
海
に
来
て
四
年
近
く
、
ま

さ
か
こ
の
地
に
四
日
市
高
校
の
会
が

あ
る
と
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。

　

さ
っ
そ
く
幹
事
を
務
め
る
小
林
幹

生
さ
ん
（
１
９
８
９
年
卒
）
に
メ
ー

ル
を
送
り
、
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
３
月
下
旬
、
雨
の
降
る
夕
刻
、

フ
ラ
ン
ス
租
界
の
小
さ
な
中
国
料
理

店
に
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
た
。
小
林
さ

ん
の
他
に
、
市
川
克
彦
さ
ん
（
１
９

７
９
年
卒
）、
廣
田
靖
さ
ん
（
１
９

　

２
０
１
７
年
の
春
先
の
こ
と
だ
っ

た
。
た
ま
た
ま
手
に
し
た
日
本
語
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー『
上
海
ジ
ャ
ピ
オ
ン
』

を
め
く
っ
て
い
て
、「
メ
ン
バ
ー
募

集
／
同
窓
会
」
の
ペ
ー
ジ
の
小
さ
な

記
事
に
目
が
釘
付
け
に
な
っ
た
。
な

ん
と
そ
こ
に
は
、
数
々
の
名
門
校
に

交
じ
っ
て
「
上
海
四
日
市
高
校
Ｏ
Ｂ

　

平
成
元
年
よ
り
同
窓
会
館
を

守
り
つ
つ
事
務
を
担
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
市
岡
田
賀
子
さ
ん

が
令
和
元
年
末
を
も
ち
退
職
さ

れ
ま
し
た
。30
年
も
の
長
い
間
、

本
当
に
お
世
話
様
で
し
た
。

　

四
女
42
回
卒 

赤
木
綾
様
よ

り
ご
厚
志
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

会
館
だ
よ
り
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　「ラグビーの神様が見てるよ！」
　もう15年以上も前のことだが、鮮やかに思い出す。部員が、練習
中に雑なプレーをすると、冗談まじりに声をかけて諫めていた。母校
四日市高校に勤務し、未来を信じてひた走る、後輩でもある生徒たち
と、ラグビーを通じて夢を共有できることは、この上ない喜びだった。
その教え子の一人が教職につき、同じ四高のグランドで指導を引き継
いでくれている。
　さらに時は遡り、ラグビーの神様は、四高ラグビー部員だったころ
の私を、生涯の友人や、自分を教職に導いてくれた人生の師との出会
いへもいざなってくれた。だから恩返しと心得て、教え子たちにも、
「品位」「情熱」「結束」「規
律」「尊重」を憲章とする
この素晴らしい競技を通じ
て、何かを学び、かけがえ
のない人に出会うことを願
ってきた。

　翻って、昨年のラグビー
ワールドカップ。日本代表

の躍進は、予想をはるかに超えた。前大会を引き継ぎ、善戦するかも
という期待があったとはいえ、優勝候補を次々と打ち破るとは。誰も
本当に勝つとまでは思えない中、選手だけは勝利と信じて、一点の疑
いもなかったとか。それは、世界中のどの競技のナショナルチームに
も類を見ない、年間260日にも及ぶ合宿を含むハードなトレーニング
を経て、持てた確信だ。この国におけるラグビーのステータス向上、
この競技の本質的な素晴らしさを知らしめるという夢は、勝つことで
しか叶えられないという、代表としての壮絶な覚悟があった。それは
大会後の言動でも揺らぐことがない。マスコミでの露出が格段に増え
ても、誰一人として調子に乗ることなく、バラエティー番組で、笑わ
ないことをいじられても、それを逆手に捉えてラグビーの知名度アッ
プにつなげる姿勢。その覚悟は報われて、年明けのトップリーグでは、
全国ほぼすべての会場を満員にした。地元ホンダヒートのホームグラ
ンド、鈴鹿スポーツガーデンでの試合も経験したことのない熱気の中
で開催できた。やっぱり、ラグビーの神様は見ていてくれた。

　50歳も過ぎれば天命を知ると言うが、なんとなく物事の結果が見
えるから、何を進めるにあたっても、まあこんなものだろうという妥
協が先に立つ。代表の活躍は、そんな妥協の日々のわが身を恥じ入ら
せ、同時に、まだまだやれると最上の勇気を与えてくれた。

　ましてや、素晴らしい力
と限りない時間を持つ四高
の後輩たちに、実現不可能
なことがあろうか。願わく
は、後輩たちが、妥協のな
い日々を過ごし、夢を実現
することを。彼らのことを、
彼らが信ずる○○の神様が
見ていてくれることを。

編
集
後
記

　

母
校
創
立
120
周
年
記
念
同
窓
会
事

業
で
あ
り
ま
す
祝
賀
会
・
名
簿
作
成
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
会

館
補
修
の
う
ち
、
祝
賀
会
は
つ
つ
が

な
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
残
り
3
事

業
は
ま
だ
途
上
で
す
。
が
、
順
調
に

準
備
は
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

ま
た
、
市
岡
さ
ん
に
代
わ
り
ま
し

て
、
年
初
よ
り
小
林
典
子
が
事
務
を

担
当
、
在
館
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
至
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

開
館
時
間
は
母
校
授
業
日
の
10
時
～

12
時
、
13
時
～
16
時
で
す
。

　

新
し
い
雰
囲
気
の
中
で
編
集
い
た

し
ま
し
た
今
年
度
会
報
は
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
先
輩
方
か
ら
多

く
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
守

る
べ
き
も
の
と
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
を
見
定
め
る
目
を

養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
次
第
で
す
。

（
小
林
の
）

お
悼
み

　

永
年
に
わ
た
り
常
任
理
事
と
し

て
会
の
運
営
に
大
き
な
お
力
添
え

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
30
年
度
卒
吉

田
又
康
氏
が
昨
年
５
月
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

（
四
高
30
年
度
卒
）

吉
田
又
康 

氏

令
和
元
年
５
月
ご
逝
去

古
関
裕
而
記
念
館
訪
問
の
こ
と

西
　
脇
　
壽
　
郎

（
四
高
32
年
度
卒
）

　

一
昨
年
春
、
同
窓
会
館
に
、
古
関

裕
而
記
念
館
か
ら
一
通
の
電
話
が
入

り
ま
し
た
。
平
成
30
年
は
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
大
会
の
100
周
年
に

当
た
り
、
大
会
歌
「
栄
冠
は
君
に
輝

く
」
の
作
曲
者
で
あ
る
同
氏
を
称
え

て
の
企
画
展
を
行
い
ま
す
。
大
会
優

勝
校
で
あ
る
貴
校
の
応
援
歌
「
希
望

の
門
」
は
古
関
先
生
の
作
曲
で
あ
り

ま
す
。
何
か
記
念
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
れ
ば
と
の
こ
と
で
、
優
勝
し

た
時
の
メ
ン
バ
ー
の
写
真
を
お
送
り

し
ま
し
た
。

　

た
だ
個
人
的
に
は
そ
れ
だ
け
で
終

わ
り
に
し
た
く
な
く
、
昨
年
10
月
に

業
界
団
体
（
建
設
設
計
）
の
全
国
大

会
が
福
島
市
で
開
催
さ
れ
る
の
を
利

用
し
、
福
島
市
郊
外
の
記
念
館
へ
お

邪
魔
し
て
き
ま
し
た
。

　

写
真
に
見
ら
れ
る
通
り
、
堂
々
と

し
た
佇
ま
い
の
建
物
で
、
１
階
は
、

外
か
ら
は
レ
ス
ト
ラ
ン
か
喫
茶
店
と

思
わ
せ
る
作
り
な
が
ら
、
事
務
所
と

椅
子
・
机
の
置
か
れ
た
寛
ぎ
の
空
間

で
、
誰
で
も
自
由
に
使
え
る
空
間
で

す
。
そ
し
て
２
階
が
古
関
さ
ん
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
等
が
展
示
・
陳

列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
ほ
ど
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
地
元
の
人
々
の
古
関
さ
ん
に

対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
を
感

じ
な
が
ら
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
全

国
大
会
の
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

リレー随想 〈第23回〉

ラグビーの神様
諸 岡   伸 （四高58年度卒）

三重県教育委員会 高校教育課長
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　私たちバトン部は、バトンの団体演技での「全国大会出場」を目標に、
日々練習に励んできました。使用曲やテーマは何度も話し合い、今年は「デ
リラ～悲しく、そして美しく～」というテーマのもと、弟を失った悲しさ
とそれを乗り越え復讐のために舞うデリラの美しさ、そして強い意志を持
つデリラを表現しようと決めました。
　私たちは、昨年11月４日に行われた東海大会で金賞という結果をいた
だき、念願が叶って、昨年1２月７日と８日に千葉県の幕張メッセで行わ
れた第47回バトントワーリング全国大会に出場することができました。
　全国大会では、周りのレベルの高さに緊張しましたが、積み重ねてきた
練習の成果を出し、幕張の舞台に立てた嬉しさをかみしめながら、３分半
の演技に全力を尽くすことができました。踊り終わった後の達成感、何よ
りも幕張の舞台から見た景色は今でも忘れることができません。
　全国大会までの練習では、演技中も注意しあったり、全員が意見を言っ
たりして、とてもいい雰囲気で練習ができました。厳しい練習もありまし
たが、部員同士で励ましあい、乗り越えることができました。部員同士の
絆が深かったことが、全国大会に出ることができた理由の１つでもあると
思います。この仲間に出会えて本当に良かったです。この経験は私の宝物
です。
　そして、支えてく
ださった先生方、コ
ーチ、家族、先輩方、
そして応援してくだ
さったたくさんの
方々、本当にありが
とうございました。

　「成功」とは何でしょうか。日本史で出てくるヤツで
はなく、triumphです。私は、「挑戦と経験」ではないかと思います。
　四日市高校には普通の学校行事だけでなくＳＧＨ（ＳＳＨ）行事もあ
ります。私はその中の幾つかに参加しました。私は英会話が特に苦手な
ので、少しでも慣れようとエンパワーメントプログラムに参加しました。
案の定うまく話せませんでしたが、どうにかして伝えようとした行為は
良い経験となりました。２年の時受講したグローバルリーダー学では、
仲間と考えを出し合って発表したり、様々な講義を聴いたり、論文やパ
ワーポイントを作成しました。初めて知った事ややった事が沢山あって、
面白かったです。
　また、勉強面については、想像以上に大変でした。でも今思うと、大
変な位が成長の為には丁度良いのかなと思います。
　そして、やはり私が一番沢山の経験をしたのは部活です。私はハンド
ボール部に入り、個性豊かで愉快な仲間達と沢山の時間を過ごしました。
皆で笑ったり踊ったり馬鹿騒ぎした事。試合や技術について悩んだ事。
色々な話し合いをした事。良い思い出も大変な思い出も沢山あります。
それらは全てとても良い経験になったと思います。
　これらも含めて、私は高校生活において色々と経験できたと思います。
中には結果的に失敗と思えるものも勿論沢山あります。ですが、挑戦し
てみなければ、これらは経験できなかったはずです。どんな経験でも、
必ず自分の蓄積になります。失敗を恐れて挑戦しない事が失敗。挑戦し
て経験できた事が成功。それが私が感じた事です。支えて下さった方々
に感謝を忘れずに。

幕張の舞台

国
際
科
学
人
材
の
育
成 

～
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
報
告
～

挑戦と経験 バトン部２年８組　松　浦　舞　帆

教
頭
　
丹
　
羽
　
　
　
徹
　

３年２組　　津　坂　萌　華

学 園 だ よ り

　

本
校
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
文
科
省
か
ら
ス
ー
パ

ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
事
業
の

指
定
を
受
け
、
平
成
30
年
度
ま
で
三
重
県
内
で
唯
一

の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
高
校
と
し
て
活
動
を
続
け
、
生
徒
の
社
会

課
題
に
対
す
る
関
心
と
深
い
教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決
力
等
の
国
際
的
教
養
を
身

に
つ
け
、将
来
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
が

終
了
す
る
平
成
30
年
度
よ
り
、
令
和
４
年
度
ま
で
の

5
年
間
に
わ
た
り
、
も
う
一
つ
の
事
業
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
Ⅱ
期
目
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
本
事
業
で
は
、「
三
重
・
四

日
市
か
ら
世
界
へ
！
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
国
際

科
学
技
術
人
材
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
こ
れ

ま
で
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
価

値
創
造
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
生
み
出
す
学
校
設

定
科
目
「
探
究
」
の
研
究
・
開
発
、
及
び
国
際
舞
台

で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
学
校
設
定
科
目
や
諸
活
動
の
研
究
・
開
発
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
積
み
上
げ
た
経
験
を
も
と

に
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

①	

名
古
屋
大
学
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
生
命
分

子
研
究
所
特
任
准
教
授
の
佐
藤
綾
人
さ
ん
（
５

月
）、
英
語
講
演
と
し
て
京
都
大
学
高
等
研
究
院

ヒ
ト
生
物
学
高
等
研
究
拠
点
博
士
研
修
員	

Joonseong LEE

さ
ん
（
10
月
）
等
か
ら
全
校

生
徒
対
象
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
ま
た
生
徒
個
人

が
一
人
一
人
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
３
年
生
で
課
題

研
究
論
文
を
完
成
さ
せ
る
「
探
究
」
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

②
更
に
意
識
の
高
い
生
徒
を
募
り
、
夏
季
休
業
中
の

8
月
に
今
年
度
初
め
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ア
メ
リ
カ
研
修
を

実
施
し
て
、
東
海
岸
の
ボ
ス
ト
ン
を
訪
問
し
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

を
訪
問
し
て
プ
レ
ゼ
ン
等
を
行
い
、
現
地
の
学
生

と
交
流
し
て
課
題
研
究
を
深
化
さ
せ
ま
し
た
。
ま

た
イ
オ
ン
１
％
ク
ラ
ブ
主
催
の
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
事
業
に
参
加
し
、
７
月
と
10
月
に

中
国
蘇
州
の
高
校
生
と
相
互
訪
問
を
し
て
国
際
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

③
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
と
し
て
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
で
の
事
業
を
継
承
し
、

様
々
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
英
語
で
討
論
す
る
白
熱

英
語
講
座
（
年
間
３
回
）
を
実
施
し
、
約
40
名
ほ

ど
の
生
徒
が
参
加
し
、
英
語
で
論
理
的
思
考
を
行

う
た
め
の
学
習
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一

昨
年
度
よ
り
四
日
市
商
工
会
議
所
の
ご
協
力
を
得

て
始
ま
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
見
学
研
修
」
は

12
月
に
実
施
さ
れ
、
１
年
生
33
名
が
参
加
し
て
三

菱
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
を
訪
問
し
、
最
先
端
の
企

業
活
動
を
目
の
当
り
に
し
、
大
き
な
刺
激
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
夏
休
み
中
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

シ
ン
キ
ン
グ
育
成
の
た
め
、
５
日
間
ア
メ
リ
カ
中

心
の
優
秀
な
大
学

生
と
英
語
の
み
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
レ
ゼ
ン
等

を
行
う
「
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
も
40
名

超
の
１
年
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。

同
時
期
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
海
外
語
学

研
修
を
実
施
し
、

多
数
の
希
望
者
か

ら
選
考
を
経
て
24

名
の
２
年
生
が
ブ

リ
ス
ベ
ン
を
訪
れ
、
現
地
高
校
・
大
学
を
訪
問
し

て
意
見
交
流
を
行
い
、
現
地
語
学
学
校
で
学
び
な

が
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
す
る
な
ど
貴
重
な
体

験
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
に
対
し
て
同
窓

会
よ
り
参
加
生
徒
へ
の
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
２
月
に
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、
初
め
て
「
四
高
版
科
学
の
祭
典
」
が
実

施
さ
れ
、
２
年
生
全
員
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
代

表
者
に
よ
る
口
頭
発
表
な
ど
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
３
年
目
以
降
も
更
な
る
成
果
を

追
求
し
て
「
探
究
」
活
動
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
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四高45年度卒同窓会　2019.8.17 プラトンホテル四日市
四高野球部OB会総会

2020.1.26 アサヒビアケラー

四高49年度卒同窓会
2019.11.3 四日市シティホテルみやび四高32年度卒同窓会　2019.11.2 四日市都ホテル

関西四高会　2019.9.30 ホテルグランヴィア大阪第10回関東四高会　2019.6.15 グレースバリ新宿本店 アロナ

上海四日市高校OB会
2019.4.14 上海「旬の蔵」

森下杯（四高卓球部OB会卓球大会）
2019.4.14 四日市あさけプラザ

星稜会（四高卓球部OB会）
2019.4.13 四日市みやび


